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1.  はじめに 

   本寄書では、G.992.1 AnnexC DBM（OL）のスペクトル適合性について提案する。 

 

2. G.992.1 AnnexC DBM（OL）について 

平成 15 年 7 月 9 日に公開されたスペクトル適合性確認結果報告書（以下報告書）では、既

存未確認方式として G.992.1 AnnexC DBM（OL）[アッカネットワークス仕様]が確認された。 

報告書の資料 3 を見ると、G.992.1 AnnexC DBM（OL）[アッカネットワークス仕様]として確認

された送出電力仕様は、PSD マスクとして上り下りとも G.992.1 AnnexA を参照しており、特に個

別のシェイピング等を加えたものではない。 

妨害源 PSD として、PSD マスクから 3.5dB 減じた計算結果も複数社にてクロスチェックを終え

ていることから、本計算結果を G.992.1 AnnexC DBM（OL）のスぺクトル適合性結果として扱っ

ても問題は無いと考える。 

 

3．結論（提案） 

 ①G.992.1 AnnexC DBM（OL）は収容制限無し、距離長制限 2.5km のクラス C とする。 

 ②別途本方式を使用する事業者の提案により、クラス A’化、若しくは緩和値考慮による限界線

路長見直しの議論を行う。 
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